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政府系金融三機関
金利改訂について

「中小企業の節税はこの手で」
手兌務言平言命永倉石ヲム之・・・ー

特別寄稿
「企業は人なり教育なり」
福本正俊・

企業経営のカンどころ
中小企業診断士井上誠逸
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お問い合わせ・・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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12億5,658万円

歯科技工

男
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車輔管理
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写真製版

"土

23
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歯科技工

ビル管理

27

1

小額貯蓄等利用者力ード制度について・
新会貝紹介・ー
求職者情報一・

'

ガソリンスタンド
6年マン

験

販売又は事務

60

女

又又
^

2

車輔管理

55

医療事務

手取賃金
(月収)

東大寺二月堂お水取り

3年

3

写真製版

・6

婦人服デザイナー

61

150,000円

4

人

ビル管理

看護助手

・・・ 9

30年

21

160,000円

5

職業紹介状況(1月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

月

勤務時間
(休印

戸

販売(百貨店)
3年

昭和57年3月10日(毎月1 回10日発行)

30年

29

の

220,000円

1,502

00~5:00
00-フ:00

(日・ネ兄日)

般事務

医療事務

前年同月

15

16年

26

納整理を含む負債1,000万円以上)帝国データーバンク

150,000円

マルケイ推せん状況

推せん件数 17件(1・2月分)
"金額 4,110万円

ノ

項

希

金

9:00--6:00
00~5:00

(日・キ兄日)

8億6,300万円

デザイナー
(婦人服)3年

ず

1

56

勤務地
(通・住)

8

額

135,000円

目

1

8:30~5:00
(日・祝田

望

寮母

4億6,000万円

58

奈良市
通

8年

8:30~5:00
(日・祝田

90,000円

規
間

5

事務

盲巽戸 棚莫

奈良市
通

110,000円

゛、

有効

8:30~5:00
(日・祝田

規
間有効求職者

住所

不問

B年

'

奈良市
通

100,000円

区分

9:00-・・5:00
日・ネ兄ιこイ木み
g艮定しない

入項

( 1,"
.奈良市消費者物価指数12月月

・・・・ 10

・・ー]1

・ 12

23年

不問

奈良市
通

求
人

]50,000円

奈良市

配偶者
の有無

:00~5:001目・祝'田

六力

1哉

1哉

不問

人

奈良市
通

130,000円

奈良市

譜゜.1船9

求

者

不問

件

57年3 打10日掲載分

奈良市
通

奈良市

総

計

:30~5:001目・祝'日)

学歴・資格

人

不問

奈良市生駒市

Ⅱ月

奈良市

歯科技工士養成所卒
歯科技工士
普通自動車免許

9:00~5:00
(日・祝田

968
1,988

イ止

不問

上昇率

奈良市

有

高卒
普通自動車
危険物乙種4類免許

男

104.4

対前月比

172

],103

12月

不問

4,110

奈良市
通

奈良市

有

大型自動車2種
ガソリンエンフン3級
贅備士

510
1,154

備考

533

不問

105.3

女

奈良市

有

167

(昭和郭年=10の

高小卒

0.1

91

0.48

570

不問

2,133

生駒市

458

電気工事士
ポイラー技士

前年比0

834

食料

285

不問

奈良市

有

0.フ

高卒,
珠算3級

2.0

8]

88
0.54

533
1,97フ

乗客数 1月

奈良市

4.8

短大
栄養士
普通自動車免許

20.0

住居

248

103.8

10.3
△ 5.3

3.4

短大(被服科卒)
洋裁検定責格2級

79
0.42

摘要

△ 4.フ
4.3

有

月別

△ 2.3

高小卒

104.9

103.6

国鉄奈良駅
(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

0.06

旧中卒

咋念理府統計局)

12

乗

103.4

できiul#叢学
牲享の教論を儒
望tる

107.0

月

1

奈良交通名所めぐり

客

月

諸雑費

107.0

408,507

102.9

奈良公

奈良県倒産状況 1月

乗客

418,080

奈良・法降寺
西ノ京

103.5

1033

月別

2,972

乗

]03.6

12

無

無

無

無

本

無

通

市良
通

奈

厳
し
か
っ
た
冬
の
寒
さ
も
や
わ
ら

ぎ
、
吹
く
風
も
な
ん
と
な
く
春
を
感

じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
頃
。
新
調
の
ス

ー
ツ
に
身
を
固
め
、
希
望
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
フ
レ
ッ
シ
ユ
マ
ン
・
フ

レ
ッ
シ
ユ
ガ
ー
ル
が
町
に
溢
れ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
▼
当
所
で
は
、
こ

の
時
期
に
あ
た
り
恒
例
と
な
っ
た
^

入
社
員
研
修
会
を
来
月
十
三
日
か
ら

三
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
講

師
に
は
新
入
社
員
教
育
の
第
一
人
者

森
本
正
樹
氏
並
ぴ
に
西
田
恭
子
の
両

氏
に
お
願
い
し
、
新
入
社
員
に
必
要

な
基
本
か
ら
み
っ
ち
り
研
修
を
受
け

て
頂
き
ま
す
▼
企
業
内
研
修
で
は
不

十
分
と
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
当
講
座

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

服
物

被
履

熱
道

光
水

数
数
数
数
数
数

求

数
率

足

者

求

新
月

介

年
比
前
月

対
同

充
新
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良
商
工
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編
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者紺

家
稔
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精
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政
府
系
中
小
企
業

金
融
三
機
関
の

空
t
 
r
 
o

金
利
哥
に
一
つ
W
で

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
、
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
が
0
・
三
%
引

下
げ
ら
れ
、
ハ
・
六
%
に
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
政
府
系
中
小
企
業
金
融

三
機
関
の
貸
出
金
利
は
、
次
の
通
り

と
な
り
ま
し
た

①
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融

公
庫
の
基
準
金
利

五
十
七
年
一
月
一
日
予
定
の
引
上

げ
を
見
送
り
、
ハ
・
三
%
が
据
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
標
準
金
利

①
長
期
資
金
に
係
る
標
準
金
利
は

五
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日
以
降

0
 
・
三
%
引
下
げ
、
わ
れ
ま
し
た
が

期
間
-
ー
ニ
年
も
の
の
貸
出
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
問
、
更
に
0

一
%
引
下
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
設
備
資
金
に
つ
い
て
は

、レ

標
準
金
利
よ
り
0
・
ニ
%
低
い
利

率
と
す
る
特
別
措
置
を
、
な
お
当

分
の
間
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。②

短
期
資
金
に
係
る
標
準
金
利
は

五
十
七
年
一
月
一
八
日
以
降
0

五
%
引
下
げ
ま
し
た
。

組
合
貸
1
十
二
月
二
十
八
日
以
降

の
金
利

3

U

(
-
ー
ニ
年
も
の
)

標
準
金
利

五
%

八

う
ち
設
備
資
金

三
%

(
二
1
三
年
も
の
)

標
準
金
利

六
%

、
つ
ち
設
備
資
金
八
・
四
%

3
 
な
お
、
日
本
開
発
銀
行
等
の
基

準
金
利
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二

十
八
日
以
降
、
 
0
 
・
ニ
%
引
下
げ

て
八
・
六
%
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
信
用

保
険
法
に
基
づ
く

不
況
業
種
の
指
定

に
つ
い
て

通
商
産
業
省
で
は
、
中
小
企
業
信

用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
の

規
定
に
基
づ
く
業
種
(
い
わ
ゆ
る
示

況
業
種
L
)
の
指
定
に
関
し
て
、
次

の
措
置
を
決
定
し
、
昭
和
五
十
六
年

十
二
月
二
十
三
日
付
け
の
官
報
で
告

示
し
ま
し
た
。

新
規
指
定
業
種

1

需
要
不
振
に
陥
っ
て
い
る
水
道

施
設
工
事
業
機
械
器
具
設
置
工

事
業
、
空
ど
、
つ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ

ロ
ッ
ク
製
造
業
利
器
工
匠
具
製

造
業
及
び
畳
床
製
造
業
等
を
新
た

に
指
定
し
ま
し
た
。

②
現
行
指
定
業
種
の
指
定
期
間
の

延
長建

築
業
、
一
般
製
材
業
、
合
板

製
造
業
、
綿
紡
績
業
絹
織
物
製

造
業
、
熱
間
圧
延
業
、
伸
鉄
業
等

の
既
指
定
業
種
元
十
九
業
芭

に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
景
況

の
回
復
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
引

き
続
き
指
定
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た

3
 
指
定
の
解
除
業
種

こ
れ
ま
で
指
定
し
て
き
た
石
油

燃
焼
器
具
製
造
業
、
組
ひ
も
製
造

業
、
漆
器
製
造
業
、
眼
鏡
(
わ
く

を
含
む
。
)
製
造
業
等
(
十
三
業

種
)
に
つ
い
て
は
、
需
要
の
回
復

又
は
業
況
の
改
善
が
み
ら
れ
る
た

め
、
指
定
の
延
長
を
行
わ
な
い
こ

ろ
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
税
法
が
求

め
て
い
る
適
法
な
文
書
の
作
成
管
理

が
で
き
て
い
な
い
そ
の
報
い
が
節
税

と
い
、
つ
納
税
者
の
権
利
を
放
棄
し
て

る
0

い

是
正
す
る
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
の
組
織
化

で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
営
ト
ッ
プ
層

の
決
定
(
創
造
的
決
定
)
を
す
る
際

も
管
理
者
の
管
理
決
定
(
執
行
的
決

定
)
を
す
る
と
き
も
、
「
税
金
は
ど

、
つ
な
る
か
」
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
税
務
的
判
断
に
有
効
な
情

報
か
い
つ
で
も
、
企
業
内
で
活
用
さ

れ
る
よ
、
つ
な
態
勢
づ
く
り
を
し
て
お

く
こ
と
で
あ
る
。

税
金
問
題
は
事
後
的
考
慮
で
ょ
い

と
す
る
古
い
考
、
え
方
か
ら
脱
却
し
な

け
れ
ぱ
、
節
税
の
実
践
は
不
可
能
で

あ
る
。

,
、
゛

毒
'

闇

と
と
し
ま
し
た
。

4
 
指
定
期
間
は
、
昭
和
五
十
七
年

一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
不
況
業
種
の
指
定
を

受
け
ま
す
と
、
特
例
措
置
と
し
て
、

指
定
業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
者
の

う
ち
、
「
最
近
三
力
月
間
の
月
平
均

売
上
額
が
前
年
同
期
の
月
平
均
売
上

額
に
比
し
て
-
 
0
%
以
上
減
少
し
て

い
る
こ
と
」
に
該
当
す
る
者
に
対
し

ま
し
て
は
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
受
け
る
場
A
口
、
通
常
の
保
証
限
度

額
(
八
千
万
円
、
特
別
小
口
保
証
の

場
合
は
三
百
万
円
)
の
ほ
か
、
別
枠

と
し
て
更
に
同
額
の
保
証
限
度
額
が

設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
保
証
料
も
軽
減

さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
地
の
信
用
保
証

協
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-
4

r

経
営
安
定

特
別
相
談
室

中
小
企
業
が
倒
産
寸
前
の
事
態
に

直
面
し
た
場
合
、
倒
産
に
伴
う
混
乱

を
未
然
に
防
止
す
る
必
要
か
ら
創
設

「
経
営
安
定
特
別
相
談
室
L

れ
た

を
ご
存
知
で
す
か
。

当
袈
室
は
、
商
工
調
停
士
、
弁

護
士
、
経
理
士
及
び
事
務
局
で
構
成

さ
れ
具
体
的
に
は
次
の
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

冊
不
渡
手
形
を
出
す
等
倒
産
の
恐
れ

の
あ
る
中
小
企
業
者
か
、
わ
の
相
談

を
受
け
て

@
当
該
中
小
企
業
者
の
財
務
内
容
等

,

ノ
、
、
凡
 
J
 
、
、
J
 
゛
'
"

、

,

の
巴
屋

@
当
面
決
済
す
べ
き
手
形
の
処
理

6
再
建
可
能
か
ど
ぅ
か
の
検
討
及
び

再
建
方
策
の
検
討

②
債
権
者
・
銀
行
等
へ
の
協
力
依
頼

⑱
そ
の
他

⇔
倒
産
関
係
法
令
(
内
整
理
・
和
議

会
社
整
理
・
会
社
更
生
等
)
に
関
す

る
相
談
・
指
導

W
そ
の
他
中
小
企
業
の
倒
産
防
止
に

必
要
な
事
項
(
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
・
中
小
企
業
倒
産
対
策
緊

急
融
資
制
度
等
)
の
啓
蒙
'
・
推
進
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企
業
税
務
は
大
も
中
も
小
も
な
い

こ
れ
ま
で
、
た
く
ざ
ん
の
社
長
や

経
営
の
ト
ソ
プ
層
の
方
と
接
し
て
き

た
。
そ
こ
で
、
企
業
税
務
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
た
ず
ね
る
と
、
「
税
金

の
こ
と
は
、
す
べ
て
わ
が
社
の
顧
問

税
理
士
に
ま
か
せ
て
あ
る
」
と
い
う

答
え
が
、
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
答

え
が
、
合
格
点
を
つ
け
、
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
か
・
:
:
・
大
き
な
疑
問
が
残
る
。

い
ま
、
力
が
国
に
は
百
四
十
五
万

の
会
社
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
、
つ
ち

の
九
八
・
ハ
%
が
中
小
企
業
で
あ
る
。

あ
と
の
一
・
ニ
%
か
大
企
業
。
こ
の

中
小
企
業
と
大
企
業
の
営
業
収
入
、

所
得
額
を
く
、
わ
べ
る
と
、
わ
十
,
か
に

一
・
ニ
%
し
か
な
い
大
企
業
の
方
が
、

い
す
れ
も
五
0
%
を
は
る
か
に
上
回

つ
て
い
る
。

完
全
な
二
極
分
化
の
構
造
で
あ
る
。

さ
、
わ
に
、
中
小
企
業
の
場
合
は
、
資

本
と
経
営
か
分
馳
さ
れ
て
い
な
い
。

大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
分
離
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
異
質
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
法
人
課
税
は
ど
ぅ
な

つ
て
い
る
か
と
い
ぇ
ぱ
「
同
一
課
税

)
)
)

電
電
電

91
町

目
庄

丁
ノ
印

1
 
後
訟

町
丹
町

条
市
田

二
山
谷

市
郡
市

良
和
駒

奈
大
生

店
店
店

菟

の
原
則
」
で
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
が
、
「
企

業
税
務
は
大
も
中
も
小
も
な
い
」
と

い
う
基
本
的
な
認
轟
を
も
つ
こ
と
だ
。

こ
れ
か
節
税
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。

で
は
、
具
体
的
に
大
企
業
と
中
小

企
業
の
税
務
問
題
の
考
之
方
は
、
ど

こ
が
違
、
つ
の
か
?

中
小
企
業
に
は
同
族
的
な
企
業
が

圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
た
め
閉
鎖
性
、

経
営
ト
ッ
プ
層
の
窓
意
性
、
独
裁
性
、

権
力
指
向
性
が
あ
、
わ
わ
れ
、
組
織
的

欠
陥
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
ト
ッ
プ
層
の
経
験
的

法
則
だ
け
に
頼
ろ
う
と
す
る
た
め
、

経
営
管
理
の
不
平
均
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る

節
税
を
織
り
込
み
、
所
期
の
目
的

を
達
す
る
と
す
れ
ぱ
、
ま
ず
こ
れ
、
わ

の
短
所
の
改
善
に
着
手
す
る
こ
と
が

前
提
条
件
と
な
る
。
「
経
営
管
理
の

不
平
均
性
」
と
い
っ
た
が
、
大
企
業

に
比
し
て
宋
企
業
は
税
務
管
理
(
タ

ツ
ク
ス
・
マ
ネ
ジ
〆
ン
ト
)
に
対
す

る
認
識
の
欠
如
を
指
摘
し
な
け
れ
ぱ

な
、
わ
な
い
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
節
税
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
L
て
い
る

迎
え
た
八
0
年
代
は
「
増
税
時
代
L

で
あ
る
。
そ
嬰
行
き
は
乱
気
流
を

お
も
わ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

物
を
作
っ
て
売
る
こ
と
が
容
易
で
あ

つ
た
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
経
営

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
た
。

こ
こ
に
至
っ
て
は
、
税
引
き
後
の

可
処
分
所
得
の
増
大
化
と
平
準
化
に

つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
企
業
は
、
決
算

時
に
企
業
の
純
利
益
が
判
明
し
た
と

き
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
「
も
う
す

こ
し
税
負
担
が
軽
く
な
、
わ
な
い
か
」

と
苦
慮
し
て
い
る
。

こ
こ
に
も
税
務
管
理
の
要
件
と
さ

れ
る
税
務
計
画
、
税
務
実
践
、
税
務

反
省
と
い
う
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
企
業
税
務
は
単
に

事
後
的
に
、
結
果
的
に
求
め
ら
れ
た

数
値
を
税
務
処
理
す
る
こ
と
で
は
な

あ
く
ま
で
も
事
前
計
画
的
考
慮

、
0

、で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
節
税
効
果
を
あ
げ
る

た
め
の
賞
与
引
当
金
の
利
用
割
合
は
、

わ
ず
か
に
一
五
・
五
%
に
す
ぎ
な
い
。

退
職
給
与
引
当
金
に
な
る
と
七
・
五

%
と
い
、
つ
低
率
で
あ
る
。
せ
っ
か
く

の
節
税
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
い
る
と

も
い
ぇ
る
が
、
設
定
す
る
に
も
前
提

と
な
る
就
業
規
則
が
古
か
っ
た
り
、

作
成
し
て
い
な
い
企
業
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
企
業
会
計
や
税
務
会
計

の
基
礎
と
な
る
も
っ
と
も
重
要
な
「
経
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路
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大
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条
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奈
市
L

良
E

奈
T

著
者
略
歴

昭
和
二
十
七
年
早
稲
田
大
学
第

一
法
学
部
卒
業
財
団
法
人
大
蔵
財

務
協
会
を
経
て
、
現
在
、
桜
美
林
大

学
経
済
学
部
講
師
、
倉
石
税
務
会
計

事
務
所
所
長
。
主
な
著
書
に
「
税
の

知
識
」
・
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)
、
「
税

務
対
策
の
手
ほ
ど
き
」
(
経
林
書
房
)
、

「
節
税
の
ポ
イ
ン
ト
π
」
(
実
務
教

育
出
版
社
)
、
「
脱
税
の
仕
組
み
」

(
日
経
新
書
)
、
「
中
小
企
業
の
た

め
の
税
金
相
談
」
(
日
経
文
庫
)
な

ど
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あなたの街の家具専門店
くつろぎのインテリアづくゆ

ご自身の巣をもつということは・・ー・

1゛
、、 1

フレストランノ＼

(/.ぞ二、《"
営業時間
(パプタイム

C

、.■..^...■^....^●●●■^■●●●^●●●●^●●●●^●●●●^■●●●^●●●●^●●●●^...■.

9:00~22:00

]フ:00~22:00)

ボトルキープ

奈良会議所ニュース

'

(

=ツカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階

ぞ三1ぞ卜症旦

白衣・
〔奈良県庁

警容子E^ユニフォーム

昭和57年3月10日(毎月1 回10発行)
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、1毎猫街講憲会1際椴1
講師に黒須靖之氏

当所小売部会並ぴに奈良市商店街振興連絡
協議会では、下記により商店街講習会を開
催します。
奮って御参加ください。

記

1.日時3月17日(水)
午後 1時30分~同 3時30分

1.場所当所5階大ホール
1.テーマ『商店街活性化について』
1.講師日本商工会議所中央講師

黒須靖之氏
1.受講料無料

奈良会議所ニュース

昭和57年度各種検定試験施行一覧表

]6,500

Ⅱ,印0

フ,300

種

応援します、
ゆとりある人生。

目

昭和57年3月10日(毎月1 回10日発行)
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こんなに素晴らしい制度です。

回

試験

6.27(門)

日

58年2.

10.24(Π)

3

2

1 ・ 3

'.}

Ijそ'

゛' E

級

受付、期間

i^
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、 ^■^

6⑪

6.]3(Π)

亀

L

◎詳細については当所検定係まて

(コ
、』ーノ

5

11.21(Π)

●掛金は、全額か所得控除です。
●共済金は、退職所得扱いです。
●国営制度ですから安全・確実です。
●便利な即日貸付制度もあります(
定の資格者)。
●加入できる方は、常時使用する従業
員が20人(商業とサービス業では5
人)以下の個人事業主と会社の役員、
一定規模以下の企業組合・t島業組合
の役員の方です。
●くわしいことは、当所中小企業相談
所T E L⑳1487(代)までお問い合わせ
ください。

事業主の退職金制度一

31~ 6.

9

号

雫

フ.21(水)

回

27~ 10.

1

"娩;'.yl'訂

58年2.16(水)
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11.14(日)

1
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6(1_1)
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12~ 6.16

9

'

/
'

1

2~ 9.

20~ 1.24

5

総合企画・設計・監理

、

ノ

10~ 5.12

]0.

6

T E L

6~ 10.

26-6 2 2 2q勺

本社及び
奈良事務所
京都事務所

C

小規模企業共済

8

代表取締役桝谷博行

中小企業事業団/共済事業本部
東京都心区虎ノ門2-8-1 T E L(03)502-7171〒105

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 2]号
T E L 奈良(0742) 34-1 4 6 1(代)

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
T E L 京都(075) 221-1 6 3 2(代)

奈良会議所ニュース

34.700

23.100

15.400

y乍"q二μ乍
●介■介●介
""乍

μ q二
ユf f
μ乍μq二μ乍
ユ斤●介
μ q二
功介
y 乍
ユ介■介
y仁 q二"4二
ユ介
" q二
司介
"9二μ"4二
ユ介ユf才介
μ9二 9二
ユ介
" 9二
ユ f

,」、 ,」、

言売弓毛方矢イテ る信頼と成果.ノ

昭和57年3月10日(毎月1 回10発行)

日婦りから海外旅行まで旅のことならお気軽に.ノ

運輸大臣登録一般旅行業第田号

(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL 0742⑳5521~2

北
μq二μ章."9二
ユ介ユ介ユ介

竜

5

名

A・B会議X

A会議耳

B会議釜

定貝

、、
0

坪數

係

ノ

、』.ーー'

午 11;1

展

、、

(,

9:00~

]2:30

第一特別会議井

,]、

4

嶺室使用料金

午後

、

】3:00~

16:30

6.700

4.700

2 700

肌

昼間

401号会議X

402号会議片

36

66

9:00~

16:30

7 5f)0

5.300

3 伽0

般

20

31

夜問

本

大ホ ル

50]号会議牛

502号会議イ

]フ

46

]4,]00

9.900

5,700

17 00~

21:00

9.300

全日

3.300

9 200

料

24

10 400

フ.300

4.200

9 ' 00-・

21:00

10,200

]20

22

午而」

5 ]00

5.]00

合0742(23)2123代〒630
含07442(3)5028(代〒634
台07472(3)1313q勺〒637

2]、8【)0

]5.400

8.800

19,400

9:00~

12:30

金

中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実

8.如0

午後

13.100

8,700

5,800

5.500

5.500

盟公開模擬テスト冒
■進学教室■

]4 300

】3:00~

16:30

5.800

4.伽0

2.400

39.600

6.100

M,400

10.600

10.61)0

昼間

]4.300

9.500

6.300

29,700

9:00~

16:30

6,300

4.400

2,600

{単位:円}

員

13.200

29.700

奈良市杉ケ西町・国鉄奈良駅南3分■春夏冬学習講座冒、器巽 橿原市兵部町福又ビル2F
五條市五条1丁目桜井誠文堂内

夜問

27 200

18.200

12.卯0

8,0Φ

8 卯0

]フ:00~

2】:00

12.mo

8.400

4.900

フ.700

特別料金

16.500

16,500

全日

]9.800

13.200

8,700

9:00~

21:00

9、400

6.500

3.900

①②③④

8.500

3.800

4],600

27.500

18.700

4.200

4,200

]8.800

]3,200

フ.6()0

16,200

フ.100

8.500

4,700

4,700

Ⅱ,伽0

フ.300

4.900

12.]00

5.100

15.MO

8.800

8.800

抜群の実績を桝谷設計

33 000

12.Ⅸ10

8.0イ〕0

5 300

25.300

11.000

Ⅱ.900

6.600

6 600

^^

22.900

]5.200

]0.200

奈良県教育テスト協会
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13 900
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去
る
二
月
十
六
日
、
当
所
グ
リ
ー

ン
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
近
東
会
長
ら

十
二
名
の
出
席
に
ょ
り
、
奈
良
県
立

短
期
大
学
教
授
の
由
比
凌
氏
を
講
師

に
迎
え
、
『
貌
年
の
日
本
経
済
の
展

望
」
と
い
、
つ
テ
ー
マ
で
講
話
を
拝
聴

し
ま
し
た
。
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日
頃
よ
り
企
業
経
営
に
参
画
し
て

い
る
婦
人
会
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、

日
本
経
済
の
動
向
に
は
非
常
に
関
心
が

深
く
、
講
話
終
了
後
も
、
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
る
な
ど
、
女
性
経
営
者
と

し
て
の
意
識
の
高
さ
が
伺
わ
れ
、
有

意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。 .

.

.

.

.

.
、
゛
.
、
'
.
、

〔
お
知
ら
せ
〕
三
月
例
会

来
た
る
三
月
十
六
日
、
和
歌
山
商

工
会
議
所
婦
人
会
と
の
交
流
会
を
実

施
致
し
ま
す
。
当
日
は
、
両
婦
人
会

と
の
懇
談
会
や
見
学
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
奪
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

会
議
室
利
用
の

】
案
内

風
昊
き
し
墓
地
に
一
声
寒
鴉

雪
景
色
見
る
余
裕
な
し
猛
吹
雪

殘
風
に
昊
く
電
線
の
か
か
り
凧

初
釡
の
湯
立
ほ
の
ぽ
の
娘
の
点
前

山
焼
の
狂
想
曲
や
花
火
は
ぜ

渡
御
の
馬
遅
々
と
冬
日
を
曳
き
ゆ
け
η

尼
寺
の
鐘
餘
韻
凍
り
て
寒
の
入

早
春
の
旦
、
し
た
の
し
む
塔
の
鳩

当
所
で
は
、
会
貝
並
び
に
一
般
の

方
々
の
会
議
、
詮
、
展
示
等
に
ご

利
用
頂
く
た
め
に
各
種
会
議
室
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

当
所
管
理
課
(
T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ

鵬
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

備
品
、
そ
の
他
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
1
-
こ
ろ
に
ょ
る
。

商
品
展
示
、
そ
の
他
甘
利
を
目
的
と
し
力
仙
用
は
基
本
料
金
の
5
割
桝
と
す
る
。

冷
暖
房
時
は
、
見
本
料
金
の
2
割
朔
と
す
る
。

士
確
日
の
午
後
・
日
昭
・
樂
日
は
桑
本
料
企
の
2
割
増
と
す
る
。

山
中
山
木
選

浦
恵
美
子

会

秀
子

万
里
子

林
延
子

近
東
静
子

会

野
タ
カ
子

黒

寿
子

、

0057

誇

0044

0099

0山4

π
一
"
一
飴

特
定
商
工
業
者
の
皆
様
へ
ク

通
産
局
よ
り
「
昭
和
那
年
度
特
定

商
工
業
者
負
担
金
許
可
申
請
」
が
下

り
ま
し
た
の
で
、
誠
に
御
面
倒
で
す

が
至
急
御
納
入
賜
わ
り
ま
す
よ
う
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

負
担
金
金
二
、
 
0
0
0
円

尚
、
納
入
依
頼
書
並
び
に
振
込
用

紙
は
二
月
一
五
日
御
付
に
て
発
送
さ

珠
算

、

"
イノ

エ

レ

牙二第

一ホ.
+
一
吃

中

簿
記

第
N
回販売

士

ノ
、

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

◎
特
定
商
工
業
者
と
は

資
本
金
恥
万
円
以
上
の
法
人
又

は
、
事
業
税
4
万
8
千
円
以
上
の

個
人
を
い
い
ま
す
。

◎
負
担
金
は
法
定
台
帳
の
作
成
運
用

管
理
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
せ
当
所
特
定
商
工
業

者
係
ま
で

T
E
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「
企
業
は
人
な
り
教
育
な
り

'
イ
:
鴫
、
、
.

゛
、
」
一
'

"
,
一
卦

畏
畏

,

諺
*
゛
一

{

激
動
の
辛
西
歳
を
送
り
新
ら
し
く

希
望
に
輝
く
壬
戌
の
歳
を
迎
え
御
同

慶
に
堪
、
え
ま
せ
ん
。

今
年
の
干
支
(
え
と
)
は
み
ず
の

え
、
い
ぬ
、
即
ち
壬
は
内
在
し
て
い

る
も
の
が
増
大
し
、
戌
は
余
分
過
剰

な
事
象
に
思
い
切
っ
た
大
十
夕
を
ふ

ら
な
け
れ
ぱ
な
、
b
ぬ
年
と
解
釈
し
ま

す
。

即
ち
国
は
行
財
政
改
革
を
、
経
済

界
は
産
業
構
造
の
改
革
へ
各
々
重
要

課
題
促
進
こ
そ
今
年
の
干
支
歳
に
お

け
る
、
大
き
い
意
義
あ
る
年
代
で
あ

り
ま
す
。

経
済
界
は
今
や
産
業
ロ
ポ
ツ
ト
が

益
々
発
達
急
伸
し
ま
し
ょ
う
。

省
力
、
省
エ
ネ
、
に
ょ
る
完
全
な

ま
で
の
合
理
化
へ
革
新
し
曾
戦
略

に
ょ
る
展
開
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
に

関
ら
ず
益
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
企
業

間
競
争
で
の
存
亡
賭
け
て
経
営
努
力

し
な
け
れ
ぱ
な
、
わ
な
い
歳
な
の
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
要
素
は
人
材
に
あ
り
、
人
材

は
優
れ
た
プ
ロ
教
育
に
あ
り
そ
の
適

否
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、
又
、

各
業
界
は
急
ピ
ッ
チ
で
寡
占
化
傾
向

に
進
み
激
し
い
企
業
戦
争
に
経
営
者

"

、
.
碍
、

、
、
、

株
ア
サ
ヒ
倉
庫

取
締
役
社
長

福
本
正
俊

7

は
磨
き
ぬ
か
れ
た
人
生
観
、
事
業
観
、

と
豊
か
な
知
識
力
で
み
つ
め
る
能
力
、

近
代
化
論
で
武
装
し
的
確
な
方
向
へ

の
猛
烈
な
行
動
力
、
併
せ
て
各
々
良

質
な
生
産
性
の
重
視
で
思
考
行
動
す

る
と
き
そ
こ
に
は
素
晴
ら
し
い
色
彩

を
放
ち
ま
す
。
現
在
の
よ
、
つ
に
激
し

く
流
れ
の
変
る
経
済
界
は
絶
え
な
い

不
安
定
の
中
に
生
き
つ
つ
も
企
業
抵

抗
力
を
強
く
し
て
行
く
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
原
理
行
動
(
人
、
も
の
か
ね
)

か
ら
企
業
発
展
へ
の
善
循
環
に
ょ
る

良
貨
と
な
り
悪
貨
を
駆
逐
す
る
要
素

も
良
貨
人
材
に
は
教
育
か
ら
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
の
努
力
と
あ
、
わ
ゆ
る
試
練

を
経
た
成
果
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

今
企
業
に
と
っ
て
重
大
な
事
は
、

最
近
の
傾
向
と
し
て
人
問
モ
ラ
ル
の

欠
如
が
多
々
、
見
受
け
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
特
に
権
利
と
義
務
、

責
任
感
に
対
す
る
弓
た
考
え
方
、

恊
調
和
合
性
を
欠
い
た
独
善
的
思
考

更
に
は
愛
社
精
神
の
欠
除
し
た
行
動

な
ど
、
不
景
気
な
現
在
の
経
済
状
況

時
の
企
業
に
と
0
 
て
、
最
も
好
ま
し

か
ら
ざ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

社
員
教
育
の
強
化
と
正
し
い
自
覚
の

喚
起
に
ょ
っ
て
、
是
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
で
あ
り
ま
す
。

由
来
、
人
は
己
が
職
能
を
通
じ
て
、

企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
共
に
、

社
会
に
奉
仕
貢
献
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
、
モ
ラ

ル
の
確
立
こ
そ
、
最
も
重
要
な
事
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
モ
ラ
ル
の
確
立

に
は
、
申
す
迄
も
な
く
家
庭
教
育
、

学
校
教
育
の
二
つ
を
通
し
て
、
行
わ

れ
る
も
の
で
す
か
、
昨
今
の
学
校
教

育
の
荒
廃
を
耳
に
い
た
し
ま
す
度
に
、

早
急
に
教
育
の
充
実
に
取
り
く
ん
で

貰
い
た
い
と
切
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
長
年
、
県
社
会
教
育
委
貝
と
し

て
、
重
要
な
教
育
課
題
に
取
り
く
み
、

又
、
県
高
校
P
T
A
連
合
会
会
長
時

代
に
、
日
本
高
校
P
T
A
全
国
大
会

議
長
の
責
を
果
し
、
教
育
の
振
興
に

全
力
投
球
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
、

現
在
、
奈
良
商
業
高
校
の
後
援
会
長

と
し
て
教
育
当
事
者
と
深
,
い
関
係
を

も
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
諸
団

体
の
活
動
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
誰
の
目

に
も
正
常
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
の
正
常
化
な
ど
叫
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
淋
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
正
常
で
な
い
た
め

に
正
常
化
が
叫
ぱ
れ
る
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
「
ニ
ッ
子
の
魂
、
百
ま
で
し

と
一
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
Ξ
ソ

子
の
魂
(
幼
い
子
供
の
魂
)
を
正
し

く
育
て
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
親
、
学
校
、
社
会
の
総
て
が
、

こ
の
三
ツ
子
の
魂
を
育
て
る
こ
と
に

強
い
関
心
を
寄
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
時
だ
と
思
い
ま
す
。

J

幼
児
期
、
児
童
期
、
青
年
前
期
の

し
つ
け
、
教
育
訓
練
に
ょ
っ
て
、
十

分
な
資
質
を
貯
え
た
就
職
者
は
、
や

が
て
夫
々
企
業
の
社
員
教
育
に
ょ
っ

て
大
き
く
成
長
し
、
企
業
繁
栄
の
推

進
力
と
な
り
、
社
会
に
奉
仕
、
貢
献

す
る
職
業
人
に
な
る
と
信
ヒ
ま
す
。

か
か
る
意
味
合
に
お
き
ま
し
て
我
々

は
、
社
員
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

一
貫
し
た
計
画
の
も
と
に
懸
命
の
努

力
を
払
っ
て
お
り
ま
す
が
、
先
に
も

述
べ
た
通
り
、
基
礎
的
な
モ
ラ
ル
、

モ
ラ
ル
以
前
の
モ
ラ
ル
等
に
お
き
ま

し
て
は
、
学
校
教
育
に
期
待
す
べ
き

も
の
だ
と
考
之
て
お
り
ま
す
。
今
日
、

教
育
の
荒
廃
、
暴
力
に
ょ
る
学
校
教

育
秩
序
の
破
壊
な
ど
、
ま
こ
と
に
一
愛

、
つ
へ
き
実
態
こ
強
く
心
カ
ヲ
カ
れ

ま
す
。教

育
管
理
の
立
場
か
ら
の
切
実
な

る
悲
嘆
の
声
を
聞
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
報
す
る
荒
廃
の
実
態
を
知
り
、

決
し
て
忽
が
せ
に
す
べ
き
で
な
い
大

き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
校
内
暴

力
の
当
県
内
デ
ー
タ
が
、
昨
年
の
四

打
か
ら
十
一
月
の
発
生
件
数
と
し
て

中
学
で
二
十
七
件
、
高
校
で
十
二
件

も
あ
り
、
又
、
教
師
に
対
す
る
暴
力

も
、
中
学
で
八
件
、
高
校
で
三
件
も

あ
り
、
全
く
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
ま
す
0

前
途
あ
る
大
切
な
年
代
か
、
無
謀
な

行
為
へ
と
暴
走
し
、
今
ま
た
幾
多
の

事
件
が
増
発
し
つ
つ
ぁ
る
こ
の
現
実

(

を
ど
ぅ
し
て
救
う
の
か
、
深
刻
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。

教
育
は
一
番
大
切
な
人
間
形
成
上

の
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ

て
個
性
の
各
々
違
っ
た
集
団
教
育
の

難
し
さ
も
大
変
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

温
情
を
も
つ
厳
し
さ
、
又
、
そ
の
適

切
な
指
導
こ
そ
明
日
の
教
育
へ
の
希

望
と
前
進
が
、
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
、
つ
か
。

以
前
、
私
は
大
阪
の
久
保
田
鉄
工

Cて

愉
物
流
部
長
さ
人
の
要
請
で
同
社
研

修
セ
ン
タ
ー
で
約
三
時
間
、
「
日
本

経
済
と
近
代
物
流
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
代
理
店
、
物
流
担
当
者
が
約

三
百
余
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

結
び
に
、
「
豊
か
な
個
性
の
福
養
と

厳
し
い
嫉
け
は
最
も
重
要
な
社
貝
教

育
の
基
盤
で
あ
り
、
人
間
形
成
の
上

で
荒
廃
し
た
現
実
を
黙
殺
せ
ず
、
努

力
を
惜
し
ま
ぬ
教
育
こ
そ
、
今
熱
望

職
場
で
働
い
て

い
る
人
を
み
て
い

る
と
、
実
際
に
持

つ
て
い
る
能
力
よ

り
も
、
各
人
が
自

分
に
対
し
て
抱
い

て
い
る
能
カ
イ
メ

ジ
に
ょ
っ
て
仕

1ン
、

事
を
し
て
い
る
よ
、
つ
に
思
、
つ
。

ど
、
つ
い
、
つ
こ
と
か
と
い
、
つ
と
、
自

分
の
能
力
は
相
当
に
高
い
と
自
負
し

て
い
る
者
は
、
実
際
に
持
っ
て
い
る

能
力
い
っ
ぱ
い
の
仕
事
が
で
き
る
が
、

自
分
の
能
力
に
自
信
を
持
っ
て
い
な

い
者
は
、
実
際
に
持
っ
て
い
る
能
力

の
半
分
以
下
の
能
力
し
か
発
揮
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
、
能
カ
イ
メ
ー
ジ
と

い
う
も
の
は
高
く
持
つ
よ
、
つ
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
ど
ぅ
す
れ

ぱ
能
カ
イ
メ
ー
ジ
は
高
ま
る
で
あ
ろ

さ
れ
て
い
る
。
し
と
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
、
皆
様
方
の
大
き
な
共
鴫
を
得

た
こ
と
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

荒
廃
の
教
育
の
上
に
、
善
良
な
る

企
業
を
支
、
え
る
優
秀
な
従
業
員
が
果

し
て
、
生
ま
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
先
に
も
申
し
述
べ
ま
し
た
如
く

広
く
社
会
の
問
題
と
し
て
、
企
業
と

人
材
は
、
そ
の
教
育
に
大
き
な
比
重

が
あ
り
社
会
教
育
へ
の
認
識
を
強
め

る
と
共
に
、
優
秀
な
人
材
こ
そ
激
動

て
い
る
と
は
い
ぇ
な
い
。
と
い
、
つ
の

は
学
問
で
ょ
い
成
績
が
と
れ
る
能
力

と
、
優
れ
た
仕
事
を
す
る
能
力
と
は

同
ヒ
で
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
流
大
学
出
は
平
均

的
に
は
仕
事
で
も
よ
い
成
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
多
い
の
は
、
ま
わ
り
の
者

も
、
本
人
も
能
力
が
高
い
と
信
じ
て

い
る
た
め
だ
。

し
か
し
、
職
場
で
働
く
よ
、
つ
に
な

一
繁
繁本

山
岡
若

6

(

の
経
済
界
で
企
業
を
支
え
発
展
さ
す

原
動
力
な
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
二
三
の
私
見
を
述
べ
ま
し

た
が
、
強
く
正
し
い
教
育
の
実
践
に

益
々
、
貢
献
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
決
意
新
ら
た
に
い
た
す
次
第

で
あ
り
ま
す
。

奈
良
商
工
会
議
所
議
員

大
和
郡
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

元
会
長

奈
良
県
経
営
者
協
会
理
事

て
次
第
に
能
カ
イ
メ
ー
ジ
も
高
く
な

つ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
を
効
果
的
に
行
、
つ
に
は
、
ま
わ

り
の
者
と
く
に
上
役
と
か
、
職
場

仲
間
の
は
げ
ま
し
が
望
ま
し
い
。

即
ち
、
上
役
や
仲
間
が
、
。
お
前

な
ら
で
き
な
い
は
す
は
な
い
0
 
と
励

ま
し
て
や
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て

助
言
、
助
力
を
し
て
や
っ
て
大
き
な

失
敗
経
験
を
味
わ
う
こ
と
の
な
い
よ

そ
の
一
つ
は
、
よ
い
学
歴
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
。
一
流
大
学
を
出
て
い

る
者
必
ず
し
も
仕
事
の
能
力
も
優
れ

自
信
を
生
ま
せ
る

助
言
と
助
力

つ
て
し
ま
っ
た
者
に
、
こ
れ
か
ら
も

う
一
度
学
校
に
行
き
な
お
し
て
と
い

、
つ
訳
に
は
い
く
ま
い
。
そ
、
つ
し
た
者

は
,
他
人
に
で
き
る
こ
と
は
、
自
分

に
で
き
ぬ
は
ず
は
な
い
"
と
い
、
つ
気

持
を
も
っ
て
、
多
少
背
伸
ぴ
を
し
て

で
も
対
象
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

こ
、
つ
し
て
、
取
り
組
ん
で
成
功
体

験
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
自
信
と
な
っ

な
っ
て
く
る
し
、
ま
た
、
能
力
相
応

の
処
遇
も
望
む
よ
、
つ
に
な
っ
て
ぃ

き
、
こ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い
と
当
然

不
満
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
多
く
の
者
の
中
に
は
、

の
能
力
の
ほ
う
は
低
い
く
せ
に
、

カ
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
高
い
者
も
い

る
。
能
力
の
低
い
グ
ル
ー
プ
内
で
井

の
中
の
蛙
で
過
し
て
き
た
者
や
有
名

大
学
出
身
老
の
一
部
に
み
ら
れ
る
者

で
あ
る
が
、
こ
、
つ
し
た
者
は
自
分
か

ら
能
カ
イ
メ
ー
ジ
を
低
下
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
少
な
い
た
め
、
職
場
な

ど
で
は
と
く
に
扱
い
に
く
い
こ
と
が

多
い
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
、
つ
な

者
に
対
し
て
は
ま
わ
り
の
者
が
正
し

い
能
カ
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
よ
う
に
し

む
け
る
以
外
矯
正
の
道
は
な
か
ろ

、
つ
に
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
説
明
か
ら
も
わ
か
る

と
思
っ
が
、
こ
の
能
カ
イ
メ
ー
ジ
を

高
く
持
つ
と
い
、
つ
こ
と
は
個
人
に
と

つ
て
も
、
ま
た
、
組
織
に
と
っ
て
も

極
め
て
大
切
な
こ
と
だ
が
、
た
だ
一

つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
能
カ
イ
メ
ー
ジ
が

高
く
な
れ
ぱ
、
そ
の
能
カ
イ
メ
ー
ジ

に
合
っ
た
仕
事
を
希
望
す
る
よ
う
に

匂

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所

内
田
知
二
)

めを

第 162号(第三種郵便物認可)

つ
か
0

奈良会議所ニュース

人の使い方

昭和57年3月10日(毎月1 回10発行)

つ
0

第162号(第三種郵便物認可)

電気・計装・空調・管・防災・土木

●取締投会
●取締役牡

奈良会議所ニュース

<省エネ>システムへの結集.ノ
近電工の技術です。

支店長小柴薫近識電条工率株夫倉ゞ主
大阪市大淀区本庄藁2丁目3譽41号〒531606(375)&X刃 奈良市西木辻町25の1

良支店^ T E L0742(24) 1 1 21{f廿司て

ミE 真
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昭和57年3月10日(毎月1 回10発行)

五ノ^
"ヰ.、

工事のための停電にご協力を
電気を安定しておとどけするため、設備の増強工事、改
修工事などのときには最少限の範囲で停電のお願いをす
ることがあります。ご理解とご協力お願いいたします。

^関西電力株奈良支店
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毎
月
、
当
欄
で
当
所
青
年
部
の
活

動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
か
今

回
は
他
の
青
年
部
の
設
這
状
況
等
に

つ
い
て
参
考
ま
で
に
掲
載
す
る
こ
と

に
し
た
。
(
日
商
調
査
)
騎
・
 
9
末

現
在
)

ー
・
商
工
会
議
所
青
年
部
の

設
置
状
況
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中
座
観
劇
会
開
催

2
月
5
日
金
曜
日
午
前
Ⅱ
時
釦
分

よ
り
、
道
頓
堀
中
座
に
て
毎
年
恒
例

の
観
劇
会
を
開
催
。
今
回
は
前
進
座

と
松
竹
提
携
に
ょ
る
、
一
部
「
乱
世
に

生
き
る
女
た
ち
」
二
部
「
左
の
腕
」
を

観
劇
し
、
戦
国
時
代
の
女
性
の
生
き

方
に
深
く
感
動
し
た
。
参
加
者
は
釣

名
で
あ
っ
た
。

会

0
2
8
1
2
1
0
9
5

4
4
4
9
4
6
5
2
7

後
2
時
ま
で
、
講
師
岩
井
重
憲
氏
テ

ー
マ
「
今
事
に
つ
い
て
考
え
直
そ
う
」

3
月
器
日
火
曜
日
奈
良
商
工
会
議

所
地
階
A
B
会
議
室
に
て
午
後
6
時

よ
り
午
後
8
時
ま
で
、
講
師
当
倶
楽

部
理
事
茨
木
基
則
氏
。

ヌ
ミ
 
0
-

冨
舞
コ
演

道
北
越
東
海
畿
国
国
州

海

俗

北
東
北
関
東
近
中
四
九

中
小
企
業
診
断
士

井
上
誠
逸

2
月
例
会
開
催

2
月
9
日
火
曜
日
奈
良
商
工
会
議

所
地
階
A
B
会
議
室
に
て
正
午
よ
り

奈
良
文
化
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授

士
井
實
氏
に
ょ
る
「
奈
良
、
つ
ち
わ
の

源
流
」
と
題
さ
れ
て
の
講
話
聞
き
、
、
つ

ち
わ
の
持
つ
意
味
や
発
祥
地
か
ら
の

伝
わ
り
方
な
ど
奈
良
の
伝
統
工
芸
で

あ
る
奈
良
う
ち
わ
の
知
識
を
深
め
た
。

明

同
好
会
だ
よ
り

囲
碁
同
好
会
、
毎
月
第
1
、
第
3

木
曜
日
午
後
5
時
即
分
よ
り
当
倶
楽

部
会
議
室
に
て
。

詩
吟
同
好
会
毎
月
第
1
、
第
2

第
4
金
曜
日
午
後
5
時
釦
分
よ
り
当

倶
楽
部
会
議
室
に
て
。

両
同
好
会
と
も
お
問
い
合
せ
は
当
倶

楽
部
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

T
E
L
器
1
7
0
9
0

不

十『:-0

業

侠
&
シ

3
月
例
会
予
定

3
月
9
日
火
曜
日
奈
良
商
工
会
議

所
4
階
中
ホ
ー
ル
に
て
正
午
よ
り
午

工

こ
の
十
五
日
は
、

所
得
税
の
申
告
期

限
。
無
事
申
告
を

済
ま
せ
て
一
息
入

れ
る
の
も
よ
い
が
、

せ
っ
か
く
出
来
た

決
算
書
、
た
だ
税

金
の
申
告
だ
け
に

業

C
商

新
入
会
員
紹
介

◎
奈
良
市
三
条
本
町
5
1
2

株
式
会
社
精
宏
軒

代
表
取
締
役
阪
田
公
男
氏

◎
奈
良
市
花
芝
町
1
1
2

吉
野
生
コ
ン
代
表
者
丸
谷
俊
彦
氏

◎
奈
良
市
芝
辻
北
町
糊
1
鍵

有
限
会
社
山
中
洋
服
店

副
社
長
山
中
恵
子
氏

使
っ
て
、
机
の
引
き
出
し
や
戸
棚
の

す
み
に
突
っ
込
ん
し
ま
う
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
決
算
書
は
、
一
年
間
の

企
業
活
動
の
成
果
を
整
理
し
て
あ
ら

わ
し
た
も
の
い
わ
ば
学
童
の
通
信

薄
の
よ
、
つ
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
よ
く
検
討
し
て
今
後
の
活
動
へ

の
指
針
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
決
算
書
を
検
討
す
る

の
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
、

、

ま
た
、
あ
れ
も
こ
れ
も
知
り
た
い
と

な
る
と
、
本
格
的
な
経
営
分
析
な
ど

と
た
い
そ
う
に
な
る
の
で
、
結
局
、

何
も
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
細
い
と
こ
ろ
は
辛
抱
す

る
と
し
て
、
大
事
な
こ
と
だ
け
は
き

つ
ち
り
と
つ
か
ま
之
て
お
く
に
は
ど

、
つ
す
れ
ぱ
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
次
の
三
つ
の
数
字
が
浮

か
ん
で
く
る
。
す
な
わ
ち
、
一
人
当

り
純
利
益
(
税
引
き
前
、
以
下
同
じ
)
、

流
動
比
率
な
ら
び
に
売
上
高
伸
び
率

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
そ
れ
ぞ

れ
、
そ
の
企
業
の
収
益
性
、
安
定
性

な
ら
び
に
成
長
性
を
表
わ
し
て
い
る
。

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
・
プ
ロ
テ
ィ
ン
・
プ
ル
ー
ン

企
業
は
、
伸
び
る
こ
と
、
利
益
が

多
い
こ
と
、
資
金
面
で
安
定
を
保
っ

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
伸
び

て
も
、
儲
け
が
少
な
く
て
は
体
力
が

つ
か
な
い
で
、
や
せ
て
背
ぱ
か
り
高

い
ひ
ょ
わ
な
人
間
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
伸
び
と
儲
け
が
多
く
て
も
、

売
掛
金
の
回
収
等
が
長
す
ぎ
て
、
資

金
繰
り
が
不
円
滑
で
は
、
貧
血
状
態

で
足
も
と
が
ふ
ら
つ
き
、
い
つ
か
倒

、、

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
儲
け

が
多
く
、
資
金
繰
り
も
円
滑
で
も
、

売
上
げ
が
伸
び
な
け
れ
ぱ
、
い
つ
か

才
n
又
九
イ
⑦

少
>
ぢ
y

・
・
・
内
,

》
窃
*
?
ψ

.

f
 
ち

ろ
う
。
し
か
し
、
純
利
益
の
額
だ
け

を
見
て
多
い
と
か
、
少
な
い
と
か
い

つ
て
も
意
味
が
な
い
。
例
え
ぱ
、
い

ま
従
業
者
三
人
の
企
業
が
二
0
0
万

円
の
利
益
を
あ
げ
、
従
業
者
-
0
人

の
企
業
が
三
0
0
万
円
の
利
益
を
あ

げ
た
場
A
口
、
ど
ち
ら
の
企
業
の
方
が

成
績
が
よ
い
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
二
0
0
万
円
の
利
益
を

あ
げ
た
企
業
の
方
が
業
績
が
よ
い
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業
の
成
績

を
見
る
に
は
、
そ
れ
に
あ
る
も
の
(
資

本
と
か
労
働
力
と
か
)
を
投
入
し
、

9

町
 
2

東
 
5

市
 
0

ヒ
一
j
 
6

良
=
 
L

奈
 
E

奈

8

入

お
好
み
呉
服

経
営
成
果
を

お
ぉ
す
じ
で
つ
か
む
法

淀
戸

出
金
に
少
し
ぐ
ら
い
の
ず
れ
が
あ
っ

て
も
、
資
金
に
余
裕
か
あ
る
た
め
困

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

比
率
は
企
業
の
支
払
能
力
を
示
す
も

の
で
、
一
五
0
%
を
目
標
と
し
た
い
。

な
お
、
流
動
資
と
は
、
現
金
、
預

金
、
受
取
手
形
、
売
掛
金
、
仮
払
金
、

貸
付
金
、
商
品
製
口
叩
、
貯
蔵
品
な
ど

一
年
以
内
に
換
金
さ
れ
る
性
質
を
も

つ
た
資
産
で
あ
り
、
流
動
負
債
と
は

支
払
手
形
、
短
期
借
入
金
、
買
掛
金
、

仮
受
金
な
ど
、
一
年
以
内
に
支
払
う

負
債
の
こ
と
で
あ
る
。

1
少
な
く
と
も
知
っ
て
お
き
た
い
三
つ
の
数
字
1

奈
良
西
寺
林
商
店
街

2
 
1
 
2
 
3
 
1
 
1
勺

は
、
経
済
の
進
歩
に
と
り
残
さ
れ
て

し
ま
、
つ
だ
ろ
う
。
だ
か
、
わ
、
こ
の
三

つ
の
数
字
は
最
少
限
度
知
っ
て
お
く

と
が
必
要
で
あ
る
。

一
人
当
り
純
利
益

.

収
益
性
は
、
企
業
が
存
続
す
る
た

め
の
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
。
収
益

性
を
あ
・
わ
わ
す
も
の
の
中
に
は
、
総

資
本
対
利
益
率
と
か
、
売
上
高
対
営

業
利
益
率
と
か
、
ア
ラ
利
益
と
か
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
か
な
ん
と
い
っ
て

も
知
り
た
い
の
は
純
利
益
の
額
で
あ

そ
こ
か
ら
出
て
き
た
産
出
量
が
ど
れ

位
あ
っ
た
か
を
見
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
そ
の
効
率
に
重
点
を
置
い
て
見
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
考
え
方
か
ら
、
一
人

当
り
純
利
益
は
、
収
益
性
を
見
る
数

字
乞
し
て
有
効
な
わ
け
で
あ
る
。
そ

の
額
は
多
い
方
が
よ
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
人
件
費
の
二
分
の

一
を
目
標
と
た
て
い
。

流
動
比
率

1系瓣酬鮭

売
上
伸
び
率
当
汁
瓢
1
X
石
暴

西
枯
磊
巌
↑
馴

成
長
性
の
良
否
を
判
定
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
が
、
売
上
げ
が
伸
び

て
い
る
企
業
は
、
ま
ず
将
来
に
希
望

が
持
て
る
だ
ろ
う
こ
と
は
多
一
言
を
要

し
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
売
上
げ
が
伸

び
て
い
る
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
か
。

や
は
り
、
利
益
も
伸
ぴ
て
い
る
こ
と

が
必
要
だ
し
、
伸
び
す
ぎ
て
は
困
る

も
の
も
あ
る
。
一
般
に
は
、
売
上
伸

ぴ
率
は
、
利
益
の
伸
び
率
よ
り
も
小

さ
く
と
も
よ
い
が
、
従
業
員
数
の
伸

び
率
よ
り
も
大
き
く
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

資
金
の
安
定
性
と
い
う
の
は
、
入
・
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プロソク 商工会議所數

ツタ

蔦田内外国 1寺許事務所

特許
(欧米、
ダ

弁理士喜争t 蔦田正人弁理士蔦田璋子
大阪市東区瓦町2丁目9番地ハラダビル8階(近鉄日本橋より地下鉄「堺筋本町」下車北へ20om東倒D

電話大阪(06) 227 -5 5 3 5 (代)

(3 )

青年部設置会議所数

.実用新案・意匠・商標の出願、審判、鑑定、外国出願
中南米、アジア、中近東各国、ヨーロッパ特許、 PCT、中国商標)

コンピュータによる特許情報検索および商標調査

奈良商工会議所中小企業相談所顧問
相談日・木曜日

2.部員の状況
①総部員數
10,075人(男子10,016人、女子59人)

奈良会議所ニュース

478

青年部数

②業種別部員数

147

5,874人

i点

(58 3%)

2,143人

(21.3%)

サービス業

昭和57年3月]0日(毎月1 回10日発行)

159

],3]3 人

(13.0%)

その他

675人

( 6.フ%)

③部員と商工会議所との関係

70人

( 0.フ%)

(

計

常議貝

10,075人

(100.0%〕

71人

( 0.フ%)

344人

3.

( 3.4%)

独自で発行

8,619人

報発行

60

(85.6%)

その他

会議所会報の利用

971人

( 9.6%)

41

70人

( 0.フ%)

発行していない

計

10,075人

aoo.0%)

58

計

]59



,
:
、
,
、
,
、
、
給
給

給
ヅ
q
f
:
S
.
ー
;
ー
,
.
卿
給
給
給
飴
給
給
紛
給
給
給
給
給
給
給

紛
籍
鰭
籍
鑢
鰭
^
r
今
念
沿
傷
治
吟
上
3
応
給
給
給
給

給
給
給
飴
給
終
和
用
者
め
凱
紗
制
^
努
給
給
給

給
給
給
飴
給
飴
^
溜
給
^
^
鑢
^
^
^
膨
飴
堵
、
^
鳥
船
給
給

給
会
身
見
舞
妥
谿
給
然
条
鈴
熟
饗
谿
紘
楽
給
給
給
霧
繋
樂
給

昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
非
課
税
貯
蓄
を
す
る
場
合
に
は
、
小
額
貯
蓄
等

利
用
者
力
ー
ド
(
以
下
「
力
ー
ド
」
と
い
い
ま
す
)
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
小
額
貯
蓄
等
利
用
者
力
ー
ド
制
度
は
、
利
子
・
配
当
所
得
等
に
対

す
る
現
行
の
源
泉
分
離
選
択
課
税
制
度
を
改
め
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
利

子
・
配
当
所
得
等
を
他
の
所
得
と
総
合
し
て
課
税
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
力
ー
ド
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま

し
よ
、
つ

カ
ー
ド
制
度
の
目
的

利
子
・
配
当
所
得
等
の
適
正
な
課

税
を
行
う
た
め
に
は
、
利
子
・
配
当

等
の
本
当
の
受
取
人
の
確
認
を
的
確

に
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

利
子
が
非
課
税
と
な
る
郵
便
貯
金
や

少
額
預
金
の
マ
ル
優
及
び
少
額
公
債

の
特
別
マ
ル
優
の
よ
う
な
非
課
税
貯

蓄
に
つ
い
て
、
架
空
名
儀
の
貯
蓄
を

排
除
し
、
非
課
税
限
度
額
の
適
正
な

管
理
を
行
、
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

そ
の
た
め
、
郵
便
貯
金
を
含
め
た

非
課
税
貯
蓄
に
つ
い
て
、
カ
ー
ド
を

す
な
わ
ち
、
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優

の
非
課
税
貯
蓄
を
利
用
す
る
場
合
は

カ
ー
ド
に
非
課
税
限
度
額
を
記
載
し
、

そ
の
力
ー
ド
を
金
融
機
関
等
の
窓
口

に
提
示
し
て
非
課
税
限
度
額
の
確
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

度
確
認
を
受
け
た
非
課
税
限
度
額
を

変
更
又
は
廃
止
し
ょ
う
と
す
る
場
合

も
同
様
で
す
。

ま
た
、
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
、

預
け
入
れ
の
際
に
力
ー
ド
を
提
示
し
、

本
人
確
認
を
受
け
る
と
と
も
に
、
貯

金
通
帳
や
貯
金
証
書
に
力
ー
ド
の
交

付
番
号
を
記
載
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

交
付
番
号
の
記
載
の
な
い
利
子
が

支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
非
課
税
扱
い

に
な
り
ま
せ
人
の
で
、
そ
の
支
払
利

用
い
て
統
一
的
に
貯
蓄
者
の
本
人
確

認
と
非
課
税
貯
蓄
限
度
額
の
管
理
を

行
い
、
併
せ
て
課
税
対
象
と
な
る
貯

蓄
に
つ
い
て
も
、
カ
ー
ド
提
示
又
は

工
疋
の
書
類
の
提
出
な
ど
に
ょ
り
本

人
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ー
ド
制
度
の
内
容

◎
力
ー
ド
が
必
要
と
な
る
場
合

カ
ー
ド
制
度
が
本
格
的
に
実
施
さ

れ
る
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
以
降

は
、
①
郵
便
貯
金
②
マ
ル
優
③
特
別

マ
ル
優
の
非
課
税
貯
蓄
を
利
用
し
ょ

う
と
す
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
が
必
要

に
な
り
ま
す

子
等
に
つ
い
て
は
郵
便
局
か
ら
税
務

署
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
課
税
扱
い
の
貯
蓄
を
す
る
場
合

工
疋
の
時
期
ま
で
に
住
民
票
の
写

し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
な
ど
本
人

確
認
の
で
き
る
書
類
を
金
融
機
関
等

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、
本
人
の
確
認
資
料
と
し

て
そ
の
力
ー
ド
を
金
融
機
関
等
の
窓

口
に
提
示
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

¥

矛
2
回
日
本
国
際
食
品
工
業
見
本
市

制
大
阪
国
際
見
本
市
委
員
会
で
は
方

次
に
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り
オ
2
回
日
本
国
際
食
品
工

業
見
本
市
を
開
催
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る
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詳
細
に
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て
は
同
委
員
会
出
品
課
(
大
阪
卿

六
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九
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ま
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お
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く
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◎奈良県労倒者イ、1用於金恊会(労儁'協)の保証で、奈良以労働金庫から
融寳を受けられます。

◎職場に労働組介のない方が借入れたとき、利息、軽減の特典があります。
0生活資金 1% 0住宅資金 0.6%
0申込受付舶時(日曜、祝日を除く毎日)

生0融資種類 舌資金
0申込資格同一事業所に勤紬]年以上
0保証金額 50万円まて
0保証期問 5年以内
0返済方法元金月賦均等返所
0保証料年0.73%
0貸出利率年Ⅱ.52%

(月0 96%)
◎申込先(お問い合せ)
D県労政課(各労政事務所)
D奈良県労働金庫本店営業課
D奈良県労例者信用払金協会

奈良会議所ニュース

本牡

大阪店

奈良市橋本町36町
T E L 0742 (23) 3 1 3 1 (代)
大阪市天王寺区上本町6丁目6看1号
TEL 06 (フ71) 450 1・4996

《入

宅資金
同一が業所に勤続3年以上
800万円まで
25年以内
元利均等H賦返済
0.50%
年1].16%
(月0.93%)

27
日

10

昭和57年3月10日(毎月1 回10発行)

60742-22-1101
丑0742-26-51Ⅱ
合0742-26-フ]1]
奈良市西木辻町200-66

岡本印届N互.芸ネ1
BEST PRINTING

第 162号(第三種郵便物認可)

^岡本専商株式会社
奈良市法蓮仲岡1086番地
話0742-22-0940番〒630

11

多色美術印刷・書籍・新聞印刷・包装・帳票印刷

目う井同堰劣札印昂り井朱乳會艇,

本牡工場
東京工場
大阪工場

会長近東弘
社長近東宏

奈良市三条大路2丁目2番6号
東京都荒川区東日暮里5丁目6-4
阪市南区竹屋町7番地

奈良会議所ニュース

、、

電話 0742-誌-1221番
電話 03-802-4741番
電話 06-271-7951番

大蔵省印刷局指定
良県官報販売所奈

政府刊行物奈良サービス・ステーション
T E L 0742 (22) 8 8 4 4 (専用)

昭和57年3月10日(毎月1 回10日発行)

■綴奈良明新社
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